
今後予定される内容【１1月分】□就 ＝就学時健診□地 ＝地産地消の日○Ｍ＝メンタルヘルス

日 月 火 水 木 金 土
１
石中初任者指導訪問

就学指導委員会１

２

市校長定例会議

３

文化の日

４ ５

学力向上研究(算数)

６

吉田西小児童表彰

市小学校長研修会

学力向上研究(国語)

７

□就 （国小）

国分寺東小児童表彰

県立高入試説明会

８
就学指導委員会２

９

情報教育授業研

究会(石北小)

１０

１１

第１６回と

ちぎ教育振

興大会

１２

下地区教務主任

研修会

市町村教育委員

会連合会研修会

ふれあいキャン

プ(～１４日)

○Ｍ （国中）

１３

祇園小児童表彰

初任研授業研究 (家

庭・石橋中)

郡小学校長会研究

大会

市教職員協議会と

の交渉

１４
石橋北小児童表彰

国分寺小児童表彰

○Ｍ (緑小)

１５

下地区学校保健主

事部会研修

初任研授業研究(英

語・南河中)

学力向上研究(意欲)

永年勤続者表彰式

教育委員会定例会

□地（南河内・石橋）

１６

学力向上研究(数学)

１７

踏破だ大平山

(～１８日)

下野市保育参観

保育を語る会

(薬師寺幼稚園)

１８

踏破だ

大平山

１９

市教委学校訪問(石北

小)スマイル教室訪問

市道徳教育研修(緑小)

情報モラル指導者研修

□地 （センター）

○Ｍ （石小）

２０

市教委学校訪問

(祇園小)

郡学校給食研究会

養教部会現場研修

２１
下地区中学校長会

県外教育事情研究

調査（～２２日）

２２

県小教研中央大会下

都賀大会下小教研A部

会

２３

勤労感謝の日

２４

２５ ２６
市教務主任会県外教

育事情調査(～２７日)

下地区各教科等人権

教育研修会

○Ｍ （国小）

２７ ２８

市校長定例会議

○Ｍ （祇園小）

２９

市教頭会県外教育事

情調査（～３０日）

３０

国東小初任者指導訪問

情報教育授業研究

会(南河中)

※ 本カレンダーは１０/３１現在の予定です。正式な日時は関係文書にて確認くだい。



情報モラル指導者研修が開かれます！！

平成１９年１１月１９日（月）、１０：００～１５：３０栃木県総合教育センター

において「情報モラル指導者研修」が開催されます。

主催はセンターの生涯学習部ですが、例年、参加者のほとんどが小・中学校の

先生方という状況だそうです。これだけ先生方の情報モラルへの意識が高いのは

各学校の状況から児童生徒への情報モラル指導の必要性が急速に高まってきてい

るからといえるでしょう。

もともとの定員３０名を超えてしまったようですが、希望者多数のため、急

遽会場変更し、募集定員を増やしたそうです。１１月９日(金)締切ですがお早め

にお申込ください。

(午前)

講話１「子どもを守る情報モラル教育の在り方」尚美学園大教授 小泉力一 先生

講話２「インターネット掲示板での誹謗中傷事案対応マニュアル」

(午後) 栃木県警察本部生活安全部生活環境課

演習 ｅラーニング演習

詳しくは、栃木県総合教育センターHP～学びの杜～でご確認ください。

http://www.tochigi-c.ed.jp/

【お知らせ】下野市教育研究所ホームページをご覧ください。

ＵＲＬ：http://www.shimotsuke.ed.jp/

情報アドバイザーのスキルアップ：ワンポイント講座・その６

＝＝ 情報モラル ＝＝

後半にインターネットが大々的に社会に進出しました。このと

き実は大きな変化がおこっていたのです。それは、旧来の「メディア」（報道）

と呼ばれるものは、多数の人に「知らせる」には多くの費用が必要でした。

TVCM、広告、新聞、雑誌など個人が情報を発信することは簡単ではありま

せん。（モラルの面でも情報が多くの人を経由して一般の人に届くため、チェ

ック機能も働いていました。）

しかし、インターネットの進出により個人が大規模な（世界に向けて）情報発信、「知

らせる」ことが可能になりました。しかも簡単に。

このような、背景から今、「情報モラル」の重要性が増しています。小中学生が大人に

なるころには、よりいっそう重要になるでしょう。

前置きが長くなりましたが、ではその重要な「情報モラル」をどう伝えるか？その参

考になるホームページをお知らせします。

各学校でもできる 「情報モラル」の職員研修の組み方

http://www.eonet.ne.jp/~sima/sonota/kennsyu.html

情報モラル研修教材 2005

http://sweb.nctd.go.jp/kyouzai_new/index.htm

これらの資料で「情報モラル」をどう伝えるかを考えてみましょう。

1990 年

http://www.eonet.ne.jp/~sima/sonota/kennsyu.html
http://sweb.nctd.go.jp/kyouzai_new/index.htm

